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　通学中に乗る､ほとんど誰もいない電車で､小さな少女を見た｡その少女は､根府川

駅の直前で現れ､根府川橋梁を通った頃に消える｡所謂地縛霊というやつだ｡ 

　一度だけ､彼女と目が合ったことがある｡その時は唐突に睡魔に襲われ､低い視界で

知らない景色を見た｡明らかに今の時代ではないこの場所を眺めていると､駅に入ろ

うとした途端にぐらぐらとした大きな揺れに襲われた｡乗っていた車両ごと､人間た

ちは海に落ちた｡｢これは､関東大震災の時の出来事だ｡｣と直感的に思った｡この視界

は､目が合った少女だろう｡未来ある人たちが災害によって理不尽に命を奪われた｡彼

女もその1人だろう｡ 

　小学生の時に習った､100人以上の死人を出した最悪の鉄道事故であり､災害の話｡

今を生きる人間たちは､その苦しみを知らない｡これは､後世に伝えなければならない

ことだ｡ 

　今日もそう思いながら､電車に揺られていく｡ 


